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1. 子どもたちの生活世界の変容  
 
 子どもたちは、かつて、まちの中の至る所を遊び場として活用し、その中から大人た
ちの暮らしを垣間見て、大人になるとはどういうことなのか、まちの中で暮らすとはど
ういうことなのかを学んでいった。しかしながら、時代とともに子どもの生活空間が変
容し、子どもの居場所は戸内の子ども部屋となりプライベート化し、生活時間は多様な
習い事とテレビ番組の時間からプログラムされてしまった。また、子どもたちのまちな
かの利用に関しても、子どもの居場所は公園や学校のグラウンドとされ、自由にまちの
なかを利用することができなくなってきた（大西，1998）。さらに近年は犯罪に対する
不安から子どもの外遊びは抑制されつつある（大西，2007）。 
 かつての子どもたちはまちの中の様々な場所を自由に利用し、身近なまちの大人の様
子を垣間見ることで社会の仕組みを知らず知らずのうちに理解していた。しかしながら、
十分にそのような体験ができなくなった子どもたちに社会の仕組みを理解してもらう
にはどのような取り組みが必要なのだろうか。 
 さらに、子どもたちはまちとの濃密な体験が乏しいためにまちに暮らす実感を得られ
づらくなっている。その結果、自分たちがコミュニティの一員であるとの自覚が得られ
づらく、ひいては市民としての自覚も得られづらくなる。 
 このような問題から、子どもたちが地域社会の一員であるという自覚が得られ、さら
に社会の仕組みを理解することができるような子ども参加型のまちづくりの取り組み
が日本の各地でみられるようになってきた（寺本・田部・大西，2002）。 
 本稿では子どもがまちや社会を体験するために行われているドイツの取り組みであ
る「ミニ・ミュンヘン」とそれを模して富山で行われた「未来ぽーろ」を取り上げ、子
どもの創るまちの体験の重要性を考えたい。 
 
２．ミニ・ミュンヘンについて 
 
１）ミニ・ミュンヘンとは？ 
ミニ・ミュンヘンとは８月に３週間だけミュンヘン市内に開かれる子どもによって運
営されるまちである。運営する子どもは７歳～15 歳までの「小さな都市」である
（Spielstadt Mini-München 直訳すると「遊びの都市」）。このまちを通じて子どもたちに
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社会の仕組みの体験の機会を提供するねらいで実施されており、1979 年から開催され
ている。現在では２年に１回、偶数年に開催される。 
 まちの中には様々な仕事があり、それらの仕事が有機的に結びつくことでまちができ
あがる。市長からコック、運転手、花屋、デザイナー、アナウンサーなど仕事は何でも
あり、お金を貯めて自分で起業することもできる。現在では世界各国で類似のイベント
が行われている（日本ではミニさくらなど）。 
 
２）小都市ミニ・ミュンヘンの運営形態 
①市民の登録 
 ミニ・ミュンヘンに訪れたら、まず市民の登録をする。そして、普通の市民として暮
らすためにオリエンテーションを受ける（街の仕組みを知る）。次に上級市民になるた
めに 4 時間の仕事を行い、4 時間の勉強（喧嘩アカデミーなど）を経て、試験を受ける
ことができる。その結果、上級市民として認められると被選挙権、運転免許証、営業許
可証、土地所有権が得られる。 
 
②自分で働き事業内通貨「ミミュウ」を稼ぐ 
 仕事の対価として賃金を得ることができる。この事業では事業内通貨「ミミュウ」が
利用されている。時給は仕事の内容に関係なく５ミミュウ。ただし、1 ミミュウは市税
として納める。このお金を使い、遊びや食事、ものを買ったりできる。この賃金はミニ・
ミュンヘン内の大学で様々な事業に参加して勉強しているときにも得られることにな
っている。 
 
図１ 事業内通貨ミミュウ 
 
③職を求める 
職業安定所に仕事を求める列ができる。どの仕事についても賃金は変わらないものの、
子どもたちはそれぞれの興味関心に基づき求職活動をする。仕事によっては人気がある
ものもあり、簡単には仕事に就くことができない場合もある。また、参加者が増加する
と失業者が現れることがある。そのようなときは、失業手当の給付もあるが、行政が緊
急雇用を創出するような事業を実施する場合もある。 
職業安定所で仕事を求めるだけではなく、各職場に仕事を求める子どもたちがそれぞ
れ自分の特技やなぜその仕事をやりたいのかをメモした紙を持って行き、自分を売り込
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むこともできる。 
さらに上級市民の場合、自分の財力に応じて起業することもできる。 
   
図２ 職安に並ぶ子どもたち 
 
図３ 職種ごとに求人と人材売り込みがある 
 
④働く 
 子どもたちは自分たちで創意工夫しながら、働き、賃金を得ることができる。 
 上級市民になり土地を買えるようになったら、大工を雇ってもよいし、自分で家を建
ててもよい（図４）。建築計画に違反するようならば取り締まられる。 
 次々と仕事を変える子どももいれば、同じ仕事を繰り返し行う子どももいる。仕事を
して賃金を得ることが子どもたちの最大の目的であるが、仕事をする中、自分たちの活
動がまちとどのようなつながりがあるのか、理解しやすい。例えば、工芸品を作成して
収入を得ている子どもたちは、自分たちの作成したものが目の前で販売される。そこで
客としてきた子どもは別の仕事で得た賃金を使って購買する。ここに社会のなかにある
つながりを感じ取ることができる（図５）。 
 また、人々のニーズを感じ取り、自分たちで起業することができる（図６）。成功す
るかどうかはアイディア次第であるが、仕事は与えられるものだけではなく、自分たち
99
 
 
で作り出すこともできることが理解される。さらにその仕事がまちを次々と変えていく
ことにつながることも体感される。 
  
図４ 屋外の建設現場で働く子どもたち 
     
図５ 工芸で収入を得る   図６ 結婚相談所が起業される 
      
図７ 上級市民だけがなれるタクシーやバスのドライバー 
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⑤市の運営 
 ミニ・ミュンヘンの行政部分は市長、議会により運営される。市民の声を取り上げ、
財政を検討したり、都市計画、店舗構成等を計画する。市民の賃金から税金を徴収して
いることから、その歳入と歳出を明確にするとともに（図８）、毎日の議会で決まった
市政の方針を掲示板に示している。 
治安を維持するために警察が頻繁に巡回している（図９）。巡回業務を実施するには
どのような点に注意すべきなのか、本物の警察官に指導を受けながら子どもたちが巡回
する。他の仕事でも同様にそれぞれの仕事のプロやかつてミニ・ミュンヘンを体験した
若者・大人たちがサポートしている。 
      
図８ 歳入と歳出が掲示 
 
 
図９ 警察の巡回 
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⑥レジャー空間 
 サービス業が発達しており、各種の遊びがある。映画館やゲームコーナーなどで子ど
もたちは自分の稼いだお金を使って楽しむことができる。また、子どもを連れてきた大
人たちがくつろげるよう、ユーロが通用する ELTERN CAFÉ（大人のためのカフェ）が
ある。各種の遊びやカフェの運営も、子どもたちによってなされている。 
 
図 10 大人のためのカフェ 
 
 
図 11 遊ぶ子どもたち 
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３）ミニ・ミュンヘンから学ぶこと 
 ミニ・ミュンヘンを実施する中で、子どもたちが様々な活動をすると活動同士が衝突
したり、相互に不都合が生じることがある。それをどのように調整するのかを学ぶこと
ができる。仲間と自分の利益や公共の福祉を勘案して、自分たちがどのように行動する
のが望ましいのか検討する機会が得られる。人々と自分がどのように共生するのかを学
ぶ機会となる。 
 また、仕事やレジャーといった活動を通じて事業内通貨の循環を体験することで、ま
ちの中でお金が循環することがまちを維持するためには重要であることが子どもたち
にも十分に理解される。さらに、納税だけではなく、自分たちで直接まちを創り上げて
いく活動であるために職業体験だけではなく、コミュニティの担い手としての意識を創
り上げることができる。 
 子どもの職業体験のテーマパークとしては有名な「キッザニア」があるが、職業意識
を植え付ける体験活動としてみると大変優れた活動であるものの、まちの中の様々な結
びつきを体感する、社会の機能を学習するという点では、ミニ・ミュンヘンからより多
くのことを学ぶことができる。 
 
３．未来ポ～ろ 
 
 ミニ・ミュンヘンに見られるような子どもの創るまちの取り組みが様々な都市で行わ
れるようになった。富山市でも中心商店街の一つである中央通り商店街で「未来ぽ～ろ」
と題して 2009 年 11 月に初めての取り組みが行われた。 
 
１）富山市の中心市街地の現況とミニ・シティイベント実施のねらい 
 富山市では中心市街地の人口減少を食い止めるため、公共交通の整備から家賃補助に
至るまでまちなか居住施策を行ってきた。その結果、中心市街地に高層住宅の建設も見
られ、人口増加地区も現れている（図 12）。つまりは中心市街地に一定規模での新住民
の流入が見られる。しかしながら、現代社会の地方都市のライフスタイルでは、自動車
を用いた郊外のショッピングセンターでの買い物行動が一般的であり、新住民は中心商
店街との関わりを持つ機会が乏しい。中心商店街はこの新住民に商店街の存在を知って
もらい足を向けてもらえるようなイベントを実施する必要性を感じていた。 
 また、新住民のなかの子どもたちに中央通り商店街を知ってもらい、商店街とはどの
ようなものなのかを理解してもらえるようなイベントを創り出したいと考えていた。こ
のような体験を通じて子どもたちにまちや商店街の仕組みが理解され、その場所に愛着
が生まれ、次代の中心市街地活性化の担い手が現れるかもしれない。 
 そこで、ミニ・ミュンヘン型のイベントを「未来ぽ～ろ」として企画した。実施主体
は未来ぽ～ろ実行委員会でその中心は中央通り商栄会である。なお、「未来ぽ～ろ」の
由来は、次代を担う子どもが行うイベントであることから未来、中央通り商店街の愛称
が「サンぽ～ろ」であることから、両者をあわせて「未来ぽ～ろ」となった。 
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国勢調査及び現地調査により作成 
図 12 富山市中心市街地の人口増加と高層住宅建設 
 
２）未来ぽ～ろの運営 
 未来ぽ～ろは 2009 年 11 月 14 日（土）と 21 日（土）に実施した。場所は中央通り商
店街のセプラビルの１F と中央通りの路上を用いた（図 13）。 
   
図 13 未来ぽ～ろの会場 
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 参加に際して、パスポートと称して参加証や仕事の証明書を発行し、また事業内通貨
「Pouro（ぽ～ろ）」を設定した。今回は事業規模が小さいため、大人にも購買活動をし
てもらうために円とぽ～ろを兌換とした。 
 また、未来ぽ～ろの仕組みは図 14 にまとめられている。児童が仕事を体験して賃金
を得て、参加者の運営する店舗で自分の給料を使って買い物して、まちのなかの貨幣の
循環を体験するものである。また、今回は大人にも購買活動に参加してもらえるため、
自分の商売をいかにして拡大するのか、子どもたちの裁量で様々な工夫ができるように
なっている。 
  
図 14 未来ぽ～ろの仕組み 
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図 15 エコ住宅の開発 
 
図 16 ぽ～ろステーションの運営 
 
 販売だけではなく、エコ住宅の開発や FM 局の運営、消防署の体験、総務省による景
観整備事業など様々な活動が行われた（図 15、図 16）。また、実施に先立ち、「バック
ステージツアー」と称して中心商店街の運営の様子がわかる見学ツアーが行われた。
様々な仕事や活動が体験できるようにメニューを用意したが、必ずしも希望の職種に子
どもたちを配置することができなかった。10 種類の職種を用意したが、よりバラエテ
ィの富んだ様々な仕事を考える必要がある。 
 
３）地域への効果 
 未来ぽ～ろの実施中、中央通り商店街には各場所で子どもたちの「いらっしゃいませ」
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の声が響いていた。中心商店街に子どもたちがいる風景は近年あまり見られず、地域住
民にとってはとても懐かしい風景に映った（図 17）。少なくとも地域住民や来街者に「何
かやっている」ことを感じさせるイベントであったことは間違いない（図 18）。このよ
うな子どもたちの活動があることで、商店街の人たちも「自分たちも何かしなければ、
何かしたい」という思いを抱かせ、さらに子どもたちも商店街の人々に親しみを抱く。
このことが中心商店街の新たなコミュニティ形成につながるのではないだろうか。 
 
図 17 子どもたちがクレープを焼く様子 
 
図 18 未来ぽ～ろの看板 
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４．おわりに 
 
 これまで子どもが創るまちであるミニ・ミュンヘンと未来ぽ～ろの取り組みについて
紹介した。このような子どもが創るまちの取り組みはどのような意義があるのだろうか。
これはまちを創る市民を育む取り組みだと言えないだろうか。 
現代の多様なライフスタイルは人々の暮らしをまちから遊離させ、まちに暮らす実感
を失わせてしまった。しかしながら、人々はまちの中に暮らしている。そして、今後進
む少子高齢化社会により人口が減少し、税収が減少し、行政に頼ったまちづくりはでき
なくなる。そこで市民が取り組まねばならないことは自分たちの手でまちをつくるとい
う作業である。しかし、今の大人たちにまちづくりができるのだろうか。少なくともま
ちに暮らし、まちの仕組みを知らない限り取り組むことはできない。 
そこで、子どもの間に段階的にまちの運営の体験をしておくことが必要なのではない
だろうか。本来のまちづくりは人間関係や様々な利権などどろどろしたかなりやっかい
な部分もある。しなしながら、このミニ・ミュンヘン型のイベントはその部分を子ども
の間のやりとりとして疑似体験できる。そしてその結果、自分たちでまちを創ることが
できるという有能感を得られるかもしれない。 
このことは将来のまちづくりの担い手の芽を育むことにもつながるのではないだろ
うか。自分や仲間が動けばまちが変わると信じることができる市民がうまれるのではな
いだろうか。そのような市民を育てる有益な取り組みが「子どもが創るまち」である。 
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